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統計データやア
ンケートのデータ
の活用推進

【担当課】
・情報課
・政策秘書課
・各統計データ保
持課
・各アンケート実
施課

⑴　現状
・各課で様々な統計データを保持している
・各計画でアンケートを実施
　R1：4件（障がい者基本計画など）
　H30：5件（教育振興基本計画など）
　H29：6件（高齢者福祉計画など）
・市民意識調査は数年（４～５年）に１回

⑵　課題
・統計データをあまり活用（連携）できていな
い
・毎年実施していないため定点観測が不十
分

⑶　改善策（例）
・統計データの有効活用
　ＧＩＳ（地図情報システム）の活用
　健康に関するデータ管理及び活用
　各課の保持しているデータの横断
的な活用
・アンケートの集約化（一括で実施・
発注）
・市民意識調査の毎年実施
・アンケート以外の市民に意見を聞く
方法の検討

⑷　求める効果
・エビデンス（根拠）に基づく政策・施
策の実施

※アンケートの紙媒体の郵送・返送によるの実施以外の集約化・合理化する方法として、
　オンラインや広報折込などの活用についてあわせて検討する。

※アンケートの集約化・合理化については、市民意識調査への集約化を検討する。

※アンケート以外の市民に意見を聞く方法についてあわせて検討する。

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

　取組の内容

①統計データの有効活用（ＧＩＳ、健康に関するデータ等の横断的な活用）

②アンケートの集約化・合理

化に向けた調整 ③アンケートの集約化・合理化の実施


